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平成２７年度第４回 青森県地方独立行政法人評価委員会 議事概要 

 

（開催日時）  

  平成２８年２月２３日（火） １０時～１１時２０分 

 

（開催場所） 

  ラ・プラス青い森 ４階「ル・シエル」 

 

（会議次第） 

 １ 開会 

 ２ 委嘱状交付 

 ３ 総務部長あいさつ 

 ４ 委員・専門委員等の紹介 

 ５ 委員長選任 

 ６ 議事 

（１）地方独立行政法人制度の概要について 

（２）公立大学法人青森県立保健大学について 

（３）地方独立行政法人青森県産業技術センターについて 

 ７ 閉会 

 

（出席委員）  伊藤委員、大坂委員、大矢委員、今野委員、中山委員、梅庭専門委員（６名） 

 

（県出席者）  総務部長 田中良斉 

        総務部行政経営管理課 課長 齋藤勝仁 ほか 

健康福祉部健康福祉政策課 課長 菊地公英 ほか 

        農林水産部農林水産政策課 課長 小野正人 ほか 

         

（法人出席者） 青森県立保健大学 理事長 上泉和子 ほか 

        青森県産業技術センター 理事長 渋谷義仁 ほか  

 

（委員長選任） 委員の互選により伊藤委員を委員長に選任 

        職務代理者には大矢委員を指定  

 

 

（議事要旨） 

１ 地方独立行政法人制度の概要について 

 

○伊藤委員長：それでは、議事に入らせていただきます。最初の議題は「地方独立行政法人制度

の概要について」です。事務局から説明をお願いします。 
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○行政経営管理課：（資料１－１、１－２に基づき説明） 

 

○伊藤委員長：ただいま資料１－１、１－２に基づきまして説明いただきましたが、委員の皆さ

ん、何か御質問等ありましたらお願いします。いかがでしょうか。 

 

○伊藤委員長：よろしいでしょうか。 

 

 

２ 公立大学法人青森県立保健大学について 

 

○伊藤委員長：では、続きまして、各法人の概要について説明をお願いしたいと思います。まず、

県立保健大学からお願いします。 

 

○健康福祉政策課：（資料２－１、参考資料１－１に基づき説明） 

○保健大学：（資料２－２、参考資料１－２、１－３に基づき説明） 

 

○伊藤委員長：県立保健大学の御説明をいただきましたが、委員の皆さん、御質問等ございませ

んでしょうか。 

 

○伊藤委員長：質問というよりは印象といった方がいいのかもしれませんが、カリキュラムを改

善していくことについて、特に保健大学は指定規則でがんじがらめになっている中で、目新

しいものを打ち出していくことはなかなか難しいところだと思いますが、期待をしていると

ころです。 

もう一点は、科研費を始めとする外部資金獲得についてですけど、科研費とか受託研究に

関しては、間接経費も馬鹿にならないものなので、なるべく大きく獲得するようにしたほう

がよいということと、寄附講座も含めて外部資金の導入を是非積極的に進めていただきたい

という印象を持ちました。 

 

○伊藤委員長：委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

 

 

３ 地方独立行政法人青森県産業技術センターについて 

 

○伊藤委員長：それでは次に、産業技術センターについてお願いします。 

 

○農林水産政策課：（資料３－１、３－２、参考資料２－１に基づき説明） 

○産業技術センター：（資料３－３、参考資料２－２、２－３に基づき説明） 

 

○伊藤委員長：ありがとうございました。委員の皆さん、御質問等はありませんでしょうか。 
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○伊藤委員長：「あおもりのこだわり良品」という冊子は初めて見たのですが、どういうところに

置いているのでしょうか。 

 

○産業技術センター：センターで支援したものの商品化のための発表会や行事の際に配付してい

るほか、関係する各機関に置いております。 

さらには、各企業に出向いての実態把握調査や、新たに協働してできることがないかにつ

いて調査する際にも、これまでの支援の実例を説明するものとして活用しております。 

 

○伊藤委員長：もう少し目に触れる機会があってもいいのかなという気がしました。 

産業振興に結びつけるという考え方はすばらしいと思います。弘前大学では「ＣＯＣ」と

か「ＣＯＣ＋」という事業で、県などと協働で人財の育成に取り組んでおりますけれども、

産業振興が若者の定着に結びつくところまでいってもらえれば、すばらしいことだと思いま

す。 

保健大学もそうですが、研究者倫理について、今はかなり厳しくなってきているので、シ

ビアに進めていただければと思っています。弘前大学では「CITI Japan」の「ｅラーニング」

の受講を必須としており、事務職員も受けるようにしております。これからは、この修了証

がないと外部資金の申請ができなくなっていくと思うので、是非そういうことも進めていた

だければと思います。受講には２時間ぐらいかかるので、暇を見つけて受講するのは結構大

変だとは思いますけれど、研究主体で進める場合には避けては通れないところだと思います。 

 

○伊藤委員長：本日は、事務局、保健大学、産業技術センターから御説明をいただきましたが、

委員の皆さん、何か御質問等ございませんでしょうか。 

 

○伊藤委員長：よろしいでしょうか。ではこれで、本日の審議は終了とさせていただきます。 

 

 

 


